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更新履歴

版 更新日時 主な修正内容

ドラフト版 2024.10.30 ドラフト

０．１版 2025.01.21 作業部会指摘対応

０．２版 2025.02.25 作業部会指摘対応、誤記訂正等対応

１．０版（案） 2025.3.12
Ｌアラートへの発信に関する設問１．を修正
（情報伝達者の発信媒体に変更）

１．０版 2025.3.14
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本ガイドライン（情報発信事例）について

 本書では、実際にＬアラートに発信された事例を参考にして、情報発信事例
としてまとめています。（Ｌアラート運用ガイドラインの補足的な位置づけ）

 防災情報システムからの正確かつ迅速な情報入力（Ｌアラートへの発信）に
ついて理解を深めていただくため、正しい事例と誤った事例の両方を取り上げ
ています。

  災害時に防災情報システムから避難情報等を素早く適切に入力するために
も本書を防災情報システムの研修会や、Ｌアラート全国合同訓練にて活用して
ください。

市区町村 防災情報
システム

Lアラート
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＜注意事項＞

 本書は、Lアラートビューワの画面で表示しています。
メディア等には、Lアラートビューワと同じ内容が情報伝達されます。

 防災担当者は、防災情報システムから入力（Ｌアラートへの発信）された内容
をLアラートビューワにて確認することを推奨します。
 （正しく入力していたつもりでも、結果が違う場合があります。）

 市区町村の防災担当者は、Lアラートビューワにて確認した結果が適切でなく、
かつ理由がわからない場合、都道府県の防災担当者に確認してください。
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目次

１．Ｌアラートへの発信に関する具体事例

２．Ｌアラートへの発信に関する設問と回答（Q&A)



5All rights reserved ©FMMC 2025

１．発信情報についての具体事例

A）「避難情報発令」の入力例

B）「避難所情報」の入力例

C）「災害対策本部設置状況」の入力例

D)その他の入力例

Ｌアラートの仕様（XML仕様とXMLの運用仕様）上、
・時系列のフローで、誤っている事例は 、正しい事例は で表しています。
（複数の事例がある場合があります）

・誤っている入力を赤の吹き出し、正しい入力を青の吹き出しで表しています

誤り 正しい ※正しい入力を参考にしてください
また対象を で囲っています

※事例は架空の県と町を設定しています。
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１．A）「避難情報発令」の入力例

②発令地区に誤りがあり、地区名を変更した

③大雨となり、一部地区の高齢者等避難を避難指示に
更新をした

➃河川の水位が危険水域まで上昇した為、全域に避難指示を
発令した

⑤台風が通過し、気象警報も解除された為、避難指示を解除した

①大型台風の接近に伴い、高齢者等避難を発令した

⑥避難情報自体が誤報だった
ので取消をした
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１．A）①大型台風の接近に伴い高齢者等避難を発令した

対象地区の世帯数、対象人数を入
力している
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１．A）① → ②発令地区に誤りがあり、地区名を
変更した（その１）

Ⅰ）発令地区に訂正内容を入力
している

Ⅱ）元の発令地区「行木地区」を

そのまま残してしまっている

Ⅰ)

Ⅱ）
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１．A）① → ②発令地区に誤りがあり、地区名を
変更した（その２）

発令地区が「行木地区」から「塩山
地区」に訂正されている。併せて対
象世帯数や人数も訂正されている
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１．A）②（その２） → ③大雨となり、一部地区の
高齢者等避難を避難指示に更新した（その１）

「大堤地区」を高齢者等避難から
避難指示に更新した時に、「大堤
地区」を高齢証等避難にそのまま
残してしまっている
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１．A）②（その２） → ③大雨となり、一部地区の
高齢者等避難を避難指示に更新した（その２）

「大堤地区」を高齢者等避難から
避難指示に更新した時に、高齢者
等避難を解除した形にしている

※「大堤地区」では避難が解除さ
れているのか、避難指示となって
いるのかが分かりにくくなってい
ます
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１．A）②（その２） → ③大雨となり、一部地区の
高齢者等避難を避難指示に更新した（その３）

「大堤地区」の高齢者等避難が
避難指示に更新されている
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１．A）③（その３） → ➃河川の水位が危険水域まで
上昇した為、全域に避難指示を発令した（その１）

町の全ての地区を避難指示として
入力している

町全域を対象とする場合は、
次のページのように一括での避難
指示もできます
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１．A）③（その３） → ➃河川の水位が危険水域まで
上昇した為、全域に避難指示を発令した（その２）

町全域を一括して避難指示として
いる
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１．A）②（その１） → ⑤台風が通過し、気象警報も
解除された為、避難指示を解除した

避難指示が解除された地区を入力
している。
※解除を行わず放置しておくと、
メディア等にてそのまま情報が
残ってしまいます
Ｌアラートに発令が残っている
かはＬアラートビューワで確認
ができます
また、全ての地区の避難指示
を解除する場合、避難情報を

 「取消」をしてはいけません
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１．A）① → ⑥避難情報自体が誤報だったので
取消をした

避難情報発令そのものに誤りが
ある場合は「取消」にて行う
（訓練発信を誤って本番として
発信した場合等）
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１．B）「避難所情報」の入力例

①大型台風の接近に伴い、避難所を開設を開設した

②避難所の情報に誤りがあった為、変更した

③台風が通過し気象警報も解除された為、避難所を閉鎖した

➃開設自体が誤報だった
ので取消をした
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１．B）①大型台風の接近に伴い、避難所を開設をした
（その１）

住所が全て記載されていない
※住所に郵便番号や国名は
不要です

連絡先に仮設定の電話番号が
入力されている
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１．B）①大型台風の接近に伴い、避難所を開設した
（その２）

住所、連絡先を正確に入力している
※「住所」県名や市名の有無は、

都道府県内で統一して下さい

避難所名によみがながあり判り易い

連絡先に、電話番号かFAXかがわかる
ように入力している
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１．B）①（その２） → ②避難所の情報に誤りがあった
為、変更した（その１）

Ⅰ）避難所名に訂正内容を入力し
ている

Ⅱ）元の避難所（橋本中学校）を
そのまま残してしまっている

Ⅰ)

Ⅱ）
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１．B）①（その２） → ②避難所の情報に誤りがあった
為、変更した（その２）

正しい避難所名に「訂正」されてい
る
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１．B）②（その２） → ③台風が通過し気象警報も解除
された為、避難所を閉鎖した

閉鎖の入力は必ず行って下さい

※閉鎖を行わず放置しておくと
メディア等にてそのまま情報
が残ってしまいます
Ｌアラートに避難所が残ってい
るかはＬアラートビューワで確
認ができます
また、避難指示解除になったと
しても避難所の「取消」をして
はいけません（それまでの避難
所情報自体が誤っていたことに
なります
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１． B）① → ➃開設自体が誤報だったので取消をした

開設そのものに誤りがある場合は
「取消」にて行う
（訓練発信を誤って本番として発信
した場合等）
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１．C）「災害対策本部設置状況」の入力例

②災害対策本部名称を変更した

③台風が通過し、気象警報も解除された為、災害対策本部を
解散した

➃設置自体が誤報だった
ので取消をした

①大型台風の接近に伴い、災害対策本部を設置した
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１．C）①大型台風の接近に伴い、対策本部を設置した

補足情報に設置理由を入力している

災害名が（仮）の場合は、後で正式
名称に更新が必要である
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１．C）① → ②対策本部名称を変更した

内容を変更する場合は「訂正」にて
行う

※「取消」は情報発信自体に誤り
がある場合にのみ使用します
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１．C）② → ③台風が通過し気象警報も解除された為、
対策本部を解散した

対策本部を解散したら解散を入力する
※解散を行わず放置しておくと、

メディア等にて情報がそのまま
残ってしまいます
Ｌアラートに対策本部が残ってい
るかはＬアラートビューワで確認
ができます
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１．C）① → ➃設置自体が誤報だったので取消をした

設置そのものに誤りがある場合は
「取消」にて行う
（訓練発信を誤って本番として発
信した場合等）



29All rights reserved ©FMMC 2025

１．D）その他の入力例

①文字化けをして正しく表示されない
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１．D) ①文字化けをして正しく表示されない

Ｌアラートでは表示できない文字
（UTF-8で表現できない文字）を入力
したことで文字化け（□□）が生じた
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２．Ｌアラートへの発信に関する設問と回答（Q&A)

A）Ｌアラートへの発信に関する設問

B）Ｌアラートへの発信に関する回答

※設問では架空の県と町を設定しています。
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２．A）Ｌアラートへの発信に関する設問 （１／２）

Q01 防災情報システムに入力した避難情報を確認する方法を以下から選択してください。
 複数選択が可能です。
１）防災情報システムにて確認する。
２）Ｌアラートビューワにて確認する。
３）情報伝達者からのさまざまな伝達媒体により確認する。

（テレビ、ラジオ放送、ポータルサイトや防災アプリ、自治体ＨＰ等）

Q02 行木地区に対して「高齢者等避難」を発令したが、本来は塩山地区だったので、
行木地区への取消を発信したがこの操作は適切であったか。
以下から選択してください。
１）適切である。取消後、塩山地区で再度発令すれば良い。
２）適切ではない。訂正にて塩山地区に変える必要がある。

  
Q03 塩山地区と大堤地区に対して「避難指示」を発令したが、山崎川下地区が抜けていた

ので、山崎川下地区を追加する訂正を発信したが、この操作は適切であったか。
以下から選択してください。 
１）適切である。
２）不適切である。訂正ではなく、更新で山崎川下地区を追加することが必要である。
３）不適切である。塩山地区と大堤地区を取消をして、その後塩山地区、大堤地区

  及び山崎川下地区に「避難指示」を発令することが必要である。
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２．A）Ｌアラートへの発信に関する設問 （２／２）

Q04 誤って「避難指示」を発令した場合には、どうすればよいのか。 
以下から選択してください。 
１） 「避難指示」を解除する。
２） 「避難指示」を取消する。

Q05 「避難指示」を発令しようと思ったら、半年前の「避難指示」を解除していなかった。
この場合どうすればよいか。 以下から選択してください。 
１） 半年前のものは終わったことなので、そのままにしておき、新しく「避難指示」を

発令する。
２） まず半年前の「避難指示」を解除し、その後新しく「避難指示」を発出する。
３） まず半年前の「避難指示」を取消し、その後新しく「避難指示」を発出する。
４） まず半年前の「避難指示」を文書無効化し、その後新しく「避難指示」を発出する。

Q06 以下から正しいと思うものを選択してください。（複数選択も可能） 
１）市のホームページや、防災行政無線等で「避難情報」を住民に伝えたので

Ｌアラートに発信する必要はない。
２）避難所を開設したが、地域住民は知っているのでＬアラートに発信する必要はない。
３）地震での 「罹災証明書の発行について」を市のホームにてページに掲載したので、

Ｌアラートに入力する必要はない。
４）どの状況でもＬアラートに発信することが望ましい。
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２．B）Ｌアラートへの発信に関する解答

Q01 正解 全て
※Lアラートビューワや防災アプリでの確認をするよう心掛けてください。

Q02 正解 2) 避難地区の誤りなので、訂正が正しい。

Q03 正解 1) 
※2)は、結果として正しい地区になっているが、厳密には発令日時が違ってしまう。

Q04 正解 2)
※「避難情報、避難所情報等」発信そのものに誤りがある場合は、取消を行う。

Q05 正解 4) 半年前という条件があるので文書無効化が影響が少ない。 
※4)は消防庁で対応

Q06 正解 4) できるだけＬアラートに発信していただくことが望ましい。
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